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吉
野
の
花
の
種
と
り
し
。
〳
〵
。
嵐
の
山
に
急
が
ん
。

抑
是
は
当
今
に
仕
へ
奉
る
臣
下
な
り
。
さ
て
も
和
州
吉
野

の
千
本
の
桜
は
。
聞
し
め
し
及
ば
れ
た
る
名
花
な
れ
ど
も
。

円
満
十
里
の
外
な
れ
ば
。
花
見
の
御
幸
か
な
ひ
給
は
ず
。

去
る
に
よ
り
千
本
の
桜
を
嵐
山
に
う
つ
し
お
か
れ
て
候
ふ

間
。
此
春
の
花
を
見
て
参
れ
と
の
宣
旨
を
蒙
り
。
唯
今
嵐

山
へ
と
急
ぎ
候
。

都
に
は
。
げ
に
も
嵐
の
山
桜
。
〳
〵
。
千
本
の
種
は
こ
れ

「「「「「「「

ワ
キ
次
第詞

道
行詞

シ
テ
、ツ
レ
一
声

ツ
レ

二
人

ぞ
と
て
。
尋
ね
て
今
ぞ
三
吉
野
の
。
花
は
雲
か
と
詠
め
け

る
。
其
歌
人
の
名
残
ぞ
と
。
よ
そ
目
に
な
れ
ば
猶
し
も
の
。

詠
め
妙
な
る
け
し
き
か
な
。
〳
〵
。

急
ぎ
候
ふ
程
に
。
是
は
早
嵐
山
に
着
き
て
候
。
心
し
づ
か

に
花
を
詠
め
う
ず
る
に
て
候
。

花
守
の
。
住
む
や
嵐
の
山
桜
。
雲
も
上
な
き
梢
か
な
。

千
本
に
咲
け
る
種
な
れ
や
。

春
も
久
し
き
け
し
き
か
な
。
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是
は
此
嵐
山
の
花
を
守
る
。
夫
婦
の
者
に
て
候
ふ
な
り
。

夫
れ
円
満
十
里
の
外
な
れ
ば
。
花
見
の
御
幸
な
き
ま
ゝ
に
。

名
に
お
ふ
吉
野
の
山
桜
。
千
本
の
花
の
種
と
り
て
。
此
嵐

山
に
植
ゑ
置
か
れ
。
後
の
世
ま
で
の
例
と
か
や
。
是
と
て

も
君
の
恵
か
な
。

げ
に
頼
も
し
や
御
影
山
。
治
ま
る
御
代
の
春
の
空
。

さ
も
妙
な
れ
や
九
重
の
。
〳
〵
。
内
外
に
通
ふ
花
車
。
轅

も
西
に
め
ぐ
る
日
の
。
影
ゆ
く
雲
の
嵐
山
。
戸
無
瀬
に
落

「「「「「「「「

シ
テ
サ
シ

二
人

下
歌

上
歌

ワ
キ
詞

シ
テ
詞

ワ
キ

シ
テ

つ
る
白
波
も
。
散
る
か
と
見
ゆ
る
花
の
滝
。
盛
久
し
き
気

色
か
な
。
〳
〵
。

不
思
議
や
な
是
な
る
老
人
を
見
れ
ば
。
花
に
向
ひ
渇
仰
の

け
し
き
見
え
た
り
。
御
事
は
如
何
な
る
人
や
ら
ん
。

さ
ん
候
是
は
嵐
山
の
花
守
に
て
候
。
又
嵐
山
の
千
本
の
桜

は
。
皆
神
木
に
て
候
ふ
程
に
。
花
に
向
ひ
渇
仰
申
し
候
。

そ
も
嵐
山
の
千
本
の
桜
の
。
神
木
た
る
べ
き
謂
は
如
何
に
。

げ
に
御
不
審
は
御
理
。
名
に
お
ふ
吉
野
の
千
本
の
桜
を
。
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う
つ
し
置
か
れ
し
其
故
に
。
人
こ
そ
知
ら
ね
折
々
は
。
木

守
勝
手
の
神
と
も
に
。
こ
の
花
に
影
向
な
る
も
の
を
。

げ
に
や
さ
し
も
こ
そ
厭
ふ
憂
き
名
の
嵐
山
。
取
り
わ
き
花

の
名
所
と
は
。
何
と
て
定
め
置
き
け
る
ぞ
。

そ
れ
こ
そ
猶
も
神
慮
な
れ
。
名
に
お
ふ
花
の
奇
特
を
も
。

顕
は
さ
ん
と
の
御
恵
。

げ
に
頼
も
し
や
御
影
山
。
靡
き
治
ま
る
三
吉
野
の
。
神
風

あ
ら
ば
お
の
づ
か
ら
。
名
こ
そ
嵐
の
山
な
り
と
も
。

「「「「「
ワ
キ

シ
テ

二
人地地

花
は
よ
も
散
ら
じ
。
風
に
も
勝
手
木
守
と
て
。
夫
婦
の
神

は
我
ぞ
か
し
。
音
高
や
嵐
山
。
人
に
な
知
ら
せ
給
ひ
そ
。

笙
の
岩
屋
の
松
風
は
。
〳
〵
。
実
相
の
花
盛
。
開
く
る
法

の
声
た
て
ゝ
。
今
は
嵐
の
山
桜
。
夏
箕
の
川
の
水
清
く
。

真
如
の
月
の
澄
め
る
世
に
。
五
濁
の
濁
り
あ
り
と
て
も
。

流
れ
は
大
井
川
。
其
水
上
は
よ
も
尽
き
じ
。
い
ざ
い
ざ
花

を
守
ら
う
よ
。
〳
〵
。
春
の
風
は
空
に
満
ち
て
。
〳
〵
。

庭
前
の
木
を
切
る
と
も
。
神
風
に
て
吹
き
か
へ
さ
ば
。
妄
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想
の
雲
も
晴
れ
ぬ
べ
し
。
千
本
の
山
桜
。
長
閑
け
き
嵐
の

山
風
は
。
吹
く
と
も
枝
は
鳴
ら
さ
じ
。
此
日
も
す
で
に
呉

竹
の
。
夜
の
間
を
待
た
せ
給
ふ
べ
し
。
明
日
も
三
吉
野
の

山
桜
。
立
ち
く
る
雲
に
う
ち
乗
り
て
。
夕
陽
残
る
西
山
や
。

南
の
か
た
に
行
き
に
け
り
。
〳
〵
。
（
中
入
）

三
吉
野
の
。
〳
〵
。
千
本
の
花
の
種
植
ゑ
て
。
嵐
山
あ
ら

た
な
る
。
神
あ
そ
び
ぞ
め
で
た
き
。
此
神
あ
そ
び
ぞ
め
で

た
き
。

「「「「「
地

ツ
レ
二
人地

ツ
レ
二
人地

色
々
の
。

色
々
の
。
花
こ
そ
ま
じ
れ
白
雪
の
。
子
守
勝
手
の
。
恵
な

れ
や
松
の
色
。

青
根
が
峰
こ
ゝ
に
。

青
根
が
峰
こ
ゝ
に
。
小
倉
山
も
見
え
た
り
。
向
ひ
は
嵯
峨

の
原
。
下
は
大
井
川
の
。
岩
根
に
波
か
ゝ
る
。
亀
山
も
見

え
た
り
。
万
代
と
。
〳
〵
。
囃
せ
〳
〵
神
あ
そ
び
。
千

早
ぶ
る
。
（
ツ
レ
二
人
舞
）
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神
楽
の
鼓
声
澄
み
て
。
〳
〵
。
羅
綾
の
袂
を
飄
し
飄
す
。

舞
楽
の
秘
曲
も
度
重
な
り
て
。
感
応
肝
に
銘
ず
る
折
か

ら
。
不
思
議
や
南
の
方
よ
り
吹
き
く
る
風
の
。
異
香
薫
じ

て
瑞
雲
た
な
び
き
。
金
色
の
光
り
か
ゝ
や
き
わ
た
る
は
。

蔵
王
権
現
の
来
現
か
や
。

和
光
利
物
の
御
姿
。
〳
〵
。

我
本
覚
の
都
を
出
で
ゝ
。
分
段
同
語
の
塵
に
交
は
り
。

金
胎
両
部
の
一
足
を
ひ
つ
さ
げ
。

「「「「「「「「
地地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

悪
業
の
衆
生
の
苦
患
を
助
け
。

さ
て
又
虚
空
に
御
手
を
上
げ
て
は
。

忽
ち
苦
海
の
煩
悩
を
払
ひ
。

悪
魔
降
伏
の
青
蓮
の
ま
な
じ
り
に
。
光
明
を
放
つ
て
国
土

を
照
ら
し
。
衆
生
を
守
る
誓
ひ
を
顕
は
し
。
子
守
勝
手

蔵
王
権
現
。
同
体
異
名
の
姿
を
見
せ
て
。
お
の
〳
〵
嵐
の

山
に
攀
ぢ
の
ぼ
り
。
花
に
戯
れ
梢
に
翔
つ
て
。
さ
な
が
ら

こ
ゝ
も
金
の
峰
の
。
光
り
も
輝
く
千
本
の
桜
。
光
り
も
輝

1011



く
千
本
の
桜
の
。
栄
ゆ
く
春
こ
そ
久
し
け
れ
。
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デ
ジ
タ
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コ
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大
和
田
建
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